
Meteorological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Meteorologioal 　Sooiety 　 of 　Japan

C359

春季 日本 に大規模降水 をもた らす低気圧活動の動態

’

早 崎 将光 ・川村隆一
（富山大 ・大学 院理工 学研 究部）

1．は じめに　春季は季節 の 遷 移期間で あ る．日本 を含

む東 ア ジ ア で は，季節進行 に よ り冬季モ ン ス ーン が 弱化

し，夏季ア ジ ア モ ン ス
ー

ン の 開始
・
強化 に伴 い 梅雨前線

帯が 形成 ・維持され る よ うに なる ．そ の た め，春季の 日

本で は，冬季北西風 に よ る 降雪や 梅雨期の 南西風 に 伴う

降水の よ うな持続性 は な く，移動性 の低気 圧 とそれ に伴

う前線に よ る 間欠的な 降水 イ ベ ン トが 卓越す る ，将 来的

ない わ ゆ る地球温暖化 に伴 い ，温 帯低気圧 の 活動 も変化

す る可 能性が 指摘 さ れ て い る が
， 冬季 や 夏季 に 比べ て ，

春季 の 降水 と低気圧活動との 関 係を示 した研究 は少 な い ．
　 本研究で は，晩冬〜初夏 で 観測 され た 多雨イベ ン トを

抽出し，大規模降水発生時の 低気圧動態の 特徴を明 らか

に す る こ と を 目的 とす る，

2．デ ータ と解析手法　降水量 は APHRODITE 日本

領域 （0．05
°

間隔，daily；Kamiguchi　et　aL ，
2010 参照），

気象デ
ータは JRA251JCDAS （1，25

°

間隔，6−hollrly），海
面水温 は OI　SST （0．25

°

間隔，　 daily）を使用 した，

　低気 圧 の 抽 出 は
， 先行研究で 数多く用 い ら れ た （例 え

ば Serreze　et　aL ，1993），　 SLP 極小値 の 検出
・
追跡 を用

い た，本研究 で は
， 低気圧中心位置抽 出 の SLP 閾値 を

0．5hPa ，次時刻 （6 時間後）の 探索範囲 を前時刻の 低気

圧中心 か ら 約 700km 以内とした．
　解析対象期間は，上 記データ全 て が利用可能 な 1982 −

2009 （28 年間）と した．本研究で は E本列島規模の多雨

日 を解析 す る た め，南 西諸 島 を除 く領域 平均降水量 〔刪 ；

128D− 146°E
，
30°− 46DN ）を 算出 し，［P ］の 上位 5％ 〔43

事例）を月別 （Feb
− Jun ）に選 択 した．多雨 日が 2 日以

上 連続 した易合 は，連続する期間中で ：P］が 最大の 日 を

解析対象日 （Day　O）と した．

3．多雨 をもた らす低気圧経路 　選択 した多雨 日 に B

本付近 （130
°− 150DE

，
30°− 50°N ）を通過 した低気圧個

数を表 1 に示す，低気圧個数は 3，4 月 に，全個 数に 対す

る爆弾低気圧 （12 時間で ユ2hPa 以上 の 気圧低下，60°N
基準）の 比率 は 2 月 に 最 大 と な る．経 験 的 に も知 られ て

い る よ うに，多雨 を もた らす低気圧 は急発達する もの が

多 く，2 月 で は 約 8割，3月 で も半数 以 上 が 爆 弾 低 気 ）± と

な る，ま た，多雨 を もた らす低気圧 経路 は，低気 圧経路

の F年値 と異なる ，図 1 に
， 3 月の 多雨 日 に 日本周辺 を

通 過 した低気圧経路を示す，多雨 を もた ら した低気圧 の

約半数は 東 シ ナ 海で 発生 し，日ヰ列島 とそ の 南岸に 沿 っ

て 発達 しな が ら北東進す る．た だ し，こ れ ら低気圧 は，
特 に 日本の 東海上 に おい て平均的な主姜低気圧経路 （図
1 の

＝ 角）よ りも高緯度側 に向か う傾向が あ り，オ ホー

ツ ク 海方面 に向かう低気圧が多か っ た．

4，多雨日前後の 大気循環場　図 ユで 示 した よ うに，3
月 の 多雨 をもた らす低気圧 は，平均 的 な低気圧 経路 よ り

も高緯度側 に 向か う傾向 に あ っ た，こ の 要因 を明 ら か に

す る ため ，多雨 日　rii亅後 で の 大気循環場 の 合成図解析 をk
施 した．図 2 に

，
3 月の 多雨 日 〔12UTC ，　Day 　O）で の

850−hPa 面 ジオ ポテ ン シ ャ ル 高度 （Z ）と極向き水蒸気
フ ラ ッ ク ス （非定常成分；周期 3D 日以下）を7Jtす．多雨

を もた ら した低気圧 に 対応 し，非定常 成 分で の 高度負偏

差 （△Z 〈 0）が 日本列島上を覆 っ て い る ．興味深い の は

△ Z ＜ 0 の 東側 にあ る 高気圧 偏差 で ，Day −2 か ら明瞭

に 見 ら れ，△ Z 〈 0 の 発達 に伴 い 東側 の △Z ＞ 0 も強

まり，南北 に伸 び た偏差場 を形成 した （図略）．多雨 日に

は，低気圧 偏差 と高気圧偏差 の 間で 南風が強まり， そ れ

に伴 い 対流圏下 層で の 熱 ・水蒸気の 極向きフ ラ ッ クス が

大 きくなっ た．こ れ ら強化された 南北熱 ・水蒸気輸送は，
高緯度側 で低気 圧 発 達 を もた らす こ とで ，多雨 を もた ら

す低気圧が北進 しやすい 傾向 に な っ たと考えられる．

　学 会 当 日は，3 月 を含 め 晩冬 か ら初 夏 （Feb −Jun ）の 多
雨 日に 関 して ，低気圧動態や 多雨 日前後の 大気循環場 の

特徴に つ い て 詳 し く報告す る，

表 1 ：　多m 日に 日本 周辺 （130
°− 150°E ，3D°− 50DN ，破 線枠 内）

を通過 した低へ圧の 月別個以 ．各月の 多兩 日は，1頁域平均降水量の

上 位 5％ 〔430 問〕．下段 は 解析 全期 間で の 月別低気 圧個 数，

＃ of 　cyclones （130
°− 150°E ，3D

°− 50
°N ）

heavy 　raill　episodes 　〔43−day）
FebMar 　 Apr 　 MayJun

totalbQmbratio3629

．81

43　　 43　　 36
24　　 16　　　 6
．56　 　 ．37　　 ユ7

33
　5
．15

totaヱperiods （1982−2 09）
totalbonlbratio31516D

．51

404　 　 360　　 370
176　 　 80　 　 30

，44　 　 ．22　　 ．08

31319

．D6

　

　

図 1 ； 3 月の 多雨 イベ ン ト時 に 同本 lJ
’
立を通過 した低 気圧経 路 （細

ナ線 ）．低気圧 経路 数が 5 以 上で 専い 陰男，10 以上 で 帳 い 陰．彡．三

角は 解析全 期 間 （28 年 間）の 3 月 に お ける屯要低気 1王訌路 （低気圧

，
li 路 数が最大 とな る格子点　130DE 　180°，25c− 50CN の み 図示），

図 2
； 3 月 の 多雨 rl（D 乱｝

・O＞に おけ る 850−hPa 面 Z（太実 　 の

m 間隔）と非 定常 成分 （周 aE　3〔1 日以 下 ）の Z〔iit1線； 10m 間隔 ｝，
同 じく非 定常成 分 に よる 桓 向 き水蒸 気フ ラ ノ クス 〔陰影 ；10gfks

m ／s 間ln〕．選釈 した 4：S 事 例 の ⊥2　UTC 平均，
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